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はじめに
　1980年代は、文化大革命（以下、文革と称す）で停滞していた劇映画の製作が活気を取り戻し、
数多くの劇映画が製作されるようになった時代といえよう。そのような中、のちに第五世代と称
される当時若手であった映画人らが活躍し始めた。第五世代とは、主に1978年に北京電影学院に
入学し、1980年代半ばより活躍を始めた映画人である。彼らが登場するまで映画人を世代別に分
類するというのは中国では行われていなかった。しかし、同世代の若者が同時期に立て続けに映
画界で活躍をみせたことにより、第五世代という呼称が生まれた。
　当時の就職は、自分の意志とは関係なく、主に学歴などによって政府より決められるのが普通
であったため、映画界での就職を望むのであれば、北京電影学院に入学することが一番の近道で
あった。しかしながらその門は狭く、北京電影学院の本科生として1978年入学の入学試験に申請
した人数は、導演系・表演系・攝影系・美術系・録音系を合わせて1.5万人であったのに対し、
合格者は159名であった（1）。このような第五世代の中でも、監督の張芸謀（2）・田壮壮（3）・陳凱歌（4）
などは、若手の頃より世界的に注目を浴びてきた。
　第五世代監督の代表的作品には、抗日戦争時、スパイ容疑をかけられた男と８人の男たちを描
いた『一人と八人』（1983年、原題：一個和八個、監督：張軍釗、脚本：張子良・王吉良、撮
影：張芸謀・蕭風）、延安から陝西省の農村に民謡調査にきた男とそこに暮らす少女を中心に農
村の姿を描いた『黄色い大地』（1984年、原題：黄土地、監督：陳凱歌、脚本：張子良、撮影：
張芸謀）、ハンセン病の夫に嫁いだ祖母と彼女を襲って身ごもらせた祖父の数奇な運命を孫が語
る『紅いコーリャン』（1987年、原題：紅高粱、監督：張芸謀、脚本：陳剣雨・莫言、撮影：顧
長衛）などがあり、これら作品は中国に限らず世界的に高く評価された。
　彼らが若いうちから世界的に著名になったのは、彼らの才能にもよろう。しかし、彼らの次の
世代の、いわゆる第六世代（5）と称される映画人の多くが、第五世代同様に才能がありながらその
才能を花開かせたのが、彼らが北京電影学院を卒業後、約10年経ってからという事を考慮すると、
第五世代が若くして活躍できたのは彼らの才能ばかりではなく、それを後押しするものがあった
と考えられる。第六世代の中には、映画製作所にいてもなかなか自分の映画を撮る機会を得られ
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ないことを理由に、自主製作の道を選んだ者も少なくない。
　第五世代については、作品分析を中心にこれまでも数多くの研究がなされてきた。また、中国
映画史の中で第五世代が果たした役割についての研究も多い。しかしながら、第五世代という言
葉を生み出すほど、同時期に同年代の若手が活躍した（できた）背景についての研究は、これま
でほとんどされてこなかったのではなかろうか。
　本稿では、第五世代と称される映画人が、いかにして若手の頃より活躍できたかについて、
1980年代の中国の映画産業・制度の面より考えてみたい。なお本稿では、邦題のあるものは邦題
を用いて原題を付す。
１．1980年代当時の中国劇映画製作状況
　第五世代らが活躍を始める前の、1966年から1976年までの文革期、映画は政府の政治広報活動
の一環を担っていた。劇映画も革命模範劇（革命を宣揚する劇を称す）の映像化など、共産党の
プロパガンダ的な役割を担っており、製作に関し、厳しい規制が行われていた。だが文革後、文
革で受けた心の傷を描いた『天雲山物語』（1980年、監督：謝晋、脚本：魯彦周、撮影：許琦、
第１回金鶏賞最優秀劇映画賞受賞）に代表される、いわゆる「傷痕電影」が数多く製作されるな
ど、中国の映画産業は活気をみせるようになった。そうした変化を促した重要な要因の一つに、
買い付け条件の改定がある。
　中華人民共和国成立以降、中国では中影公司による一括した映画の買い付け・配給が行われて
いた。中影公司とは、1951年に中国政府によって、映画配給会社として設立された「中国影片経
理公司」のことである。1952年に「中国電影発行公司」、1958年に「中国電影発行放映公司」、
1995年に「中国電影公司」と改称しており、一般に「中影公司」と称される。1999年に北京電影
製片廠などと統合され「中国電影集団公司」という巨大組織となり、一般に「中影集団」と称さ
れる。
　1980年までの規定によると、映画製作所が製作した映画は、一定の金額で中影公司により買い
付けられることとなっていた。つまり映画の買い付け後、その映画がヒットし、多くの興行収入
があったとしても、それは各映画製作所には還元されなかった。買い付け金額は、中影公司が設
立されてから約30年間変化がなかった。
　だが、1980年より著作料の仕組みが変更された。于麗主編『中国電影専業史研究、電影製片・
発行・放映巻』は、その間の事情を次のように説明している（6）。
　文化部は1980年にようやく1588号文件の形式で、配給に必要なコピー数に基づいて、中影
公司が一定の単価で映画製作所と決算することを規定した。ついに、映画製作所の収入が、
いくらか自身の作品の興行収入と関係づけられることとなった。今の言い方で言うと市場と
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連動することになったのである〔中略〕同文献は、全国歴代平均に基づいて次のように規定
した。すなわち、配給会社が買い付ける国産映画のコピーが99本から120本の間である場合、
コピー１本あたり9000元とし、これ以外のものは、映画１本あたり99万元で決算する。つま
り、中影公司に売る映画の単価は最高でも108万元を超えないし、最低でも90万元を下らな
い
　このような買い付け金額の計算方式の変化を背景に、劇映画の製作本数は大幅な変化を見せる
こととなった。以下は、中華人民共和国成立時より第五世代監督らが北京電影学院を卒業する
1982年までの中国における劇映画の製作本数を表にしたものである（7）。
　表からも理解できるように、劇映画の製作
本数は、文革後急速に増加した。それは、当
然ながら映画製作に携わる人数も増加させる
こととなった。しかし、製作本数が増加し、
これまで以上に人材が必要になったとしても、
それがすぐに経験の浅い若手の抜擢に結びつ
くということにはならない。実際、いくら製
作本数が増えても、若手になかなか自分たち
の映画を撮らせなかった映画製作所もある。
その一方で、若手に映画を撮らせた映画製作所もあった。このような違いが生じる背景には何が
あるのか。次に、当時の映画製作所の情況について考えてみたい。
２．1980年代の映画製作所
　1980年当時、政府の批准を受けていた映画製作所は全部で14あった。その中でも特に大手で
あったのが、1949年の中華人民共和国成立直後に設立された、上海・北京・長春のいわゆる三大
映画製作所である。これら三大映画製作所は、設立からの歴史が長い分、豊富な人材を有してい
た。一方、三大映画製作所以外の映画製作所は、設立後まもなくして文革が始まり、その間新た
な人材が得られなかったということもあり、人材が不足していた。例えば、1982年２月23日に書
かれた「広西電影製片廠的回顧与展望（広西電影製片廠の回顧と展望）」には、「広西電影製片廠
は、わずか290名ほどの新しい、小さな映画製作所である」と紹介されている（8）。このような三
大映画製作所以外の映画製作所は、第五世代が北京電影学院を卒業するとき、優秀な若手を一人
でも多く受け入れることができるよう、いろいろと画策したようである。以下は、それについて
の広西電影製片廠のエピソードである（9）。
　「劇映画製作本数の変化」
年 本数
1949 ～ 1966 603（年平均33.5）
1967 ～ 1969   0
1970 ～ 1972   9（全て革命模範劇の映像化）
1973 ～ 1976  76（年平均19）
1977  22
1978  39
1979  59
1980  84
1981 107
1982 115
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　広西電影製片廠は一人の幹部を北京に向かわせ、製作過程すべてに渡る人員を一揃い配属
するよう北京電影学院と協議した。人数は10名を超えてもよかった。なぜなら、広西電影製
片廠は、歴史が浅く、製作する力量がないので、若い人が来ても、すぐに映画を撮らせ、早
くから部署を任せることができたからである。北京・上海・長春など老舗の電影製片廠とは
全く異なり、卒業生が助手や助監督などの下積みから始め、10年近くたたないと日の目を見
ないような事はなかった。北京電影学院の幹部、特に党支部書記で攝影系のベテラン教師で
もあった韋彰は広西の出身で、二つ返事で全面的に支援することを請け負った。配属するか
らには、優秀な人材を派遣することにした。辺境の新興映画製作所を支援するという名目な
のに役に立たない者を送ったら信用を失うし、広西電影製片廠の大事を誤ることになる。そ
こで、下記のようなリストが広西電影製片廠の幹部に提示された。
 導演系：張軍釗
 攝影系：張芸謀、蕭風
 美術系：何群
 録音系：陶経
　上記エピソードからも窺えるように、当時の三大映画製作所以外の映画製作所は、若手を引き
受けることに積極的であった。広西電影製片廠は、1958年に広西壮族自治区に設立された映画製
作所である。設立当時は主にニュース映画を製作していた。劇映画を製作するようになったのは
1975年からである。
　ところで上記エピソードの中に名前が挙がっている張軍釗（10）、張芸謀、蕭風（11）、何群（12）は、
実際に広西電影製片廠に配属となったが、配属されると彼らは全員すぐに助監督など活躍の場を
積極的に与えられることとなった。このように彼らが配属後すぐに積極的に起用された背景には、
やはり当時三大映画製作所以外の映画製作所における人材不足が影響していたのではなかろうか。
一方、三大映画製作所は、若手の起用をほとんど行わなかった。上海電影製片廠の所長であった
朱永徳は、上海電影製片廠の80年代後半からの実績不振に関し、当時上海電影製片廠が若手の起
用を怠ったことが原因だったと、次のようにインタビューに答えている（13）。
　長期間に渡り、あまりにも好調が続いたために、上影（筆者注：上海電影製片廠）では新
しい人材を育てることを怠ってしまったことが、その大きな要因といえるでしょう。文化大
革命以降に映画界の門をたたいた、いわゆる第五世代とよばれる新しい才能を、上影は受け
入れなかったのです。また、彼らも現役監督の多数が在籍する上影に来たがらなかったのも
事実です。自分の上に何人もの有力監督がいては、いつ自分の作品が撮れるか分からなかっ
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たから、彼らも敬遠したのでしょう
　また、陳凱歌も大島渚との対談で、当時の北京電影製片廠の状況を次のように述べている（14）。
　（筆者注：監督には）すぐにはなれません。私は最初北京映画製作所（筆者注：北京電影
製片廠）に属したんですが、一年間に二本助監督をやりました。しかしそこはあまりにも大
きな映画製作所でしたから、私なんてなかなか撮らせてもらえない。で、地方の小さな映画
製作所を狙いました
　上記の２本のインタビューを見ると、才能があったとしても、もし人材豊富な上海電影製片廠
などの大製作所に配属されたままでいたら、第五世代の活躍はもっと活躍の時期が遅れていた可
能性もあると考えられる。
　倪震『北京电影学院故事 ：第五代电影前史』（北京、北京作家出版社、2002年１月）によると、
新興映画製作所であった広西電影製片廠に配属され、積極的に活躍の場を与えられていた張芸謀
らは、このような起用だけでは満足せず、自分たちで映画を撮る機会を作るよう所長にかけあっ
たという。その申し出はすぐに受け入れられ、青年攝影組が結成されることとなり、第五世代に
よる映画作品である『一人と八人』が誕生した。『一人と八人』は、映画上映にたどり着くまで
に、中国の映画館で上映許可を得るための映画審査に通らず、脚本の書き直しも行われたが、結
果的に中国の映画館で上映されることとなった。
　青年攝影組の活動はこれにとどまらず、北京電影製片廠に所属していた第五世代の陳凱歌を所
属は北京電影製片廠のまま広西電影製片廠に監督として一時的に迎え入れ、『黄色い大地』の製
作も行われた。『黄色い大地』は、第29回ロンドンエジンバラ国際映画祭最優秀監督賞、第38回
ロカルノ国際映画祭銀豹賞受賞、第５回ハワイ国際映画祭最優秀映画賞・最優秀撮影賞などの国
際映画祭で受賞し、中国国内外で話題となった。
　このような当時若手であった第五世代の起用の成功を受けてか、その後広西電影製片廠以外の
映画製作所でも、次々に第五世代が監督した映画が撮られた。1983年から1986年の彼らの活動を
表にすると以下のようになる（15）。
「1983年から1986年における第五世代の監督作品」
年 映画名 出品 監督 脚本 撮影
1983 一人と八人（一個和八個） 広西電影製片廠 張軍釗 張子良、王吉成 張芸謀、蕭風
1983 候補隊員 瀟湘電影製片廠 呉子牛、陳魯 謝文礼 張黎、汪小躍
1984 黄色い大地（黄土地） 広西電影製片廠 陳凱歌 張子良 張芸謀
1984 九月 昆明電影製片廠 田壮壮 厳婷婷、暁釗 侯咏
1984 喋血黒谷 瀟湘電影製片廠 呉子牛、李敬民 蔡再生、林慶生 張黎
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1985 女児楼 八一電影製片廠 胡玫、李暁軍 康麗雯、丁小琦 何青、呉菲
1985 黒砲事件（黒炮事件） 西安電影製片廠 黄建新 李維 王新生、馮偉
1985 加油　　中国隊 広西電影製片廠 張軍釗 張軍釗 蕭風
1985 狩場の掟（措場扎撤） 内蒙古電影製片廠 田壮壮 江浩 呂楽、侯咏
1985 絶响 珠江電影製片廠 張沢鳴 張沢鳴 鄭康振、趙暁時
1986氷河死亡線 上海電影製片廠 張建亜 鄭義 黄仁忠、沈星浩
1986 我和我的同学們 上海電影製片廠 彭小蓮 謝友純 劉利華
1986 盗馬賊 西安電影製片廠 田壮壮 張鋭 侯咏
1986 我們正年軽 西安電影製片廠 周暁文、方方 李平分 智磊
1986 錯位 西安電影製片廠 黄建新 黄欣、張敏 王新生
1986 最後一個冬日 瀟湘電影製片廠 呉子牛 夰雪竹 楊尉
1986 孤独的謀殺者 広西電影製片廠 張軍釗 慈明和 秦兢紅、蕭風
1986 大閲兵 広西電影製片廠 陳凱歌 高力力 張芸謀
1986 遠洋軟事 福建電影製片廠 劉苗苗 呉建新 鄭万巩、楊閩
　広西電影製片廠での青年攝影組の成功以降、他の映画製作所に配属されていた若手たちも次々
に活躍するようになったといえよう。そして彼らに活躍の場を与えた映画製作所の大部分が、新
興映画製作所であった。
３．特色ある映画製作と第五世代
　これまでみてきたように、当時の映画製作本数の増加や新興映画製作所の人材不足を背景に、
第五世代は若手の頃より自分たちの映画を撮る機会を得ることができた。さらに彼らが幸運だっ
たのは、必ずしも自分の意見が全て受け入れられはしなかったものの、作品に恵まれた点にある
のではなかろうか。映画は、一個人によって製作されるものでない。しかも、当時は外国資本や
民間資本を導入し、映画を製作するということはまれであり、映画は国営の映画製作所によって
製作されていた。それゆえいくら自分たちで映画を撮る機会を得ても、完全に自由に映画を撮る
ということはできない。例えば、陳凱歌は『黄色い大地』を撮るにあたり、当初は別の映画を撮
りたいと思っていた。だが映画製作所の説得により『黄色い大地』を監督することとなった。以
下は、それについてのエピソードである（16）。
　韋必達（筆者注：当時の広西電影製片廠の所長）は次のように回想している。「私が広西
に戻ってから、陳凱歌は自分で書いた脚本を持ってやってきました。そのころの陳凱歌はま
だ意気軒昂というわけではありませんでした。話をする中で、この若者は芸術について自分
の考えを持っていると感じました。彼の話し方はゆっくりで、よく頭を働かせている感じで、
なかなか慎重でした」。しかし韋必達は陳凱歌の持ってきた脚本に同意しなかった。「主に市
場からの資本の回収を考えてのことです。当時、『一人と八人』に42万元以上投資しました
が、映画審査に通らず資本は回収できませんでした」。陳凱歌の脚本について、韋必達は
「後の『子供たちの王様』でした。深刻すぎて、投資に適しませんでした」と述べている。
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そのときシナリオ部は到着した脚本から二つを推薦していた。そのうちのひとつが『深谷回
声』のちの『黄色い大地』である
　上記のエピソードを見ると、若手がいくら活躍の場を得たとしても、製作する映画は映画製作
所の方針、政府の方針などに一致していなくてはならないということが理解できる。だが、たと
え映画会社の方針に沿った作品だとしても、それを製作することで才能が開花することもある。
前掲のエピソードにあるように、陳凱歌は当初自分の撮りたい映画を撮ることはできなかった。
しかし『黄色い大地』を撮ることで、結果的に、彼のみならず撮影を担当した張芸謀など、青年
撮影組の才能が発揮されることとなった。そうした若手の才能の発揮と映画製作所の方針の幸運
な出会いの例として、以下、西安電影製片廠についてみていきたい。
　三大映画製作所以外には、広西電影製片廠以外にも10の映画製作所があった。このうち西安電
影製片廠は、先に挙げた張芸謀や陳凱歌が広西電影製片廠の次に活動の場を移した映画製作所で
ある。西安電影製片廠は、1956年に陝西省西安市に設立計画が持ち上がり、1958年に設立した映
画製作所である。設立当初から劇映画も製作しており、1958年から1985年の間に69本の劇映画を
製作した。1981年には映画雑誌《電影新時代》を創刊し、これは隔月で出版された。この雑誌は、
1984年に《西部電影》と改称し、1986年に月刊誌となった。
　《西部電影》という雑誌名から窺えるように、1983年末に所長が呉天明（17）になってから、西安
電影製片廠はそのほかの映画製作所とは異なる地方色を前面に押し出すようになった。呉天明が
所長に着任した当初、西安電影製作所が製作する映画は興行的に惨敗といえるものであった。そ
こで呉天明は大改革を行い、自分たちの製作する映画を中国式西部映画にするという方針を打ち
立てた。西部映画といっても、アメリカのマカロニウェスタンのような映画ではない。主に中国
の西部地区の雄大な自然や農村を背景にした映画をさす。以下、改革の背景について呉天明がイ
ンタビューに答えたものである（18）。
　1983年、西安電影製片廠の映画配給量は全国で一番低いものでした。全国で入場率が高
かった映画ベストテンに西安電影製片廠はひとつも入っていませんでした。逆に全国で最も
興行成績の悪い映画の中では三・四本占めていました。しかし私に所長が任されたからには、
努力してしっかりやらなくてはなりません。ひそかに自分で「西安電影製片廠を一流の映画
会社にする」という目標をたてました。改革の力はすぐに目に見え始め、わずか数年のうち
に、西安電影製片廠は頭角をあらわしました。『黒砲事件』、『野山』、『黄河謡』、『黄河在着
拐個湾』、『双旗鎮刀客』、『紅いコーリャン』、『古井戸』など、多くの観客に影響を与えた映
画を排出しました。その中の多くの映画は、私が公に提案し、全力を挙げて製作した中国式
西部映画です。映画賞の受賞でも興行面でも、すばらしい成績を収めました
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　呉天明が自ら述べているように、大改革は成功し、『黒砲事件』、『古井戸』、『盗馬賊』、『子供
たちの王様』、『紅いコーリャン』など、中国国内に限らず世界的に著名な映画が西安電影製片廠
から誕生した。このうち『黒砲事件』、『盗馬賊』、『子供たちの王様』、『紅いコーリャン』は、第
五世代が監督した映画である。
　ところで呉天明が大改革を行った背景には、呉天明自身は上記インタビューで触れていないが、
それまでの西安電影製片廠の興行的な惨敗以外に、彼が所長に着任したばかりの1984年という年
が、映画製作所にとっていわゆる重大な年であったことも関係すると考えられる。
　于麗主編『中国電影専業史研究、電影製片・発行・放映巻』は、これについて「1984年５月、
文化部は中国電影総公司の体制改革法案を成立させることを正式に提案した。1985年１月、電影
局は広州で電影体制改革座談会を行い、小さな政府と分権、官民分離、映画製作業と配給業の自
主経営権拡大の精神の運営を提起した。1984年、映画産業が企業であることが規定され、独立採
算、自己責任になった。銀行融資による自己資金準備などによって、利益の創出が実現し、同時
に大小10種あまりの納税も行うようになった」（19）と説明している。
　このような映画制度の変更があったのは、これまでの制度では、映画製作所は映画の興行収入
について考える必要がなかったため、製作資金についての自己責任の部分を拡大し、映画製作に
対し緊張感を与えようという政府の意図があったと思われる。
　この政府の方針は、1990年代に入ると映画の市場化を促進することとなった。例えば、1990年
代に入ると映画産業は低迷し、経営に苦しむ映画製作所は、政府による映画製作資金の援助が受
けられる「主旋律電影」と称される、革命の英雄や愛国主義をテーマとした映画や、「商業電
影」と称される、カンフーやアクションなどの映画を数多く製作するようになった。しかし1980
年代は、自主経営拡大といっても政府の庇護が完全になくなったわけではなく、映画製作所は中
国式西部映画のような特色ある実験的ともいえる映画製作に挑戦することが可能であった。当時
の自主経営拡大による映画製作の見直しは、新興映画製作所の活性化をより高め、若手の活躍の
場を広げることにつながったといえよう。
おわりに
　1980年代、次々に映画界で活躍することとなった第五世代であるが、その後の娯楽の多様化や
テレビの普及などにより映画産業が低迷していくと、新たな活路を選ばざるを得なくなった。彼
らの多くはテレビ界へ流れ、映画界に残った者も映画製作に対し、それぞれの道を模索していく
こととなった。
　その中でも注目したいのは、外国資本と組んで映画を製作するということである。彼らが外国
資本と組むことができたのは、若手の台頭を促す環境がそろっていた1980年代に映画界に入るこ
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とができ、そこで世界的に評価される才能を開花できたことも影響するのではなかろうか。だが、
外国資本と組むことで、これまで製作資金について考慮せずに映画を撮っていた彼らも、映画に
おける商業的な面について向かい合わざるを得なくなった。
　一方、第五世代以降に登場した監督らは、映画産業の低迷や映画の市場化が進む中、映画製作
所がかつてのように若手に映画を撮るチャンスを与えられなくなったこともあり、才能がありな
がら、約10年もの間自分の映画を中国の映画館で上映する機会を得られなかった者も少なくない。
　第五世代が台頭し始めた1980年代は、映画製作に様々な制約のあった文革期と、映画産業の低
迷と映画の市場化が進み、「主旋律電影」と「商業電影」が大半を占めるようになる1990年代の
間に位置する。この時代は、思想や政策が開放に向かい、映画産業が活発となり、買い付け条件
の改定や自主経営の拡大などが行われた時代である。しかも当時はまだ映画製作所が製作資金に
ついて政府の庇護を受けていた時代であった。
　このような1980年代における映画産業と制度は、新興映画製作所の活性化を促した。その結果、
映画製作の経験がほとんどなく、興行的に成功できるか未知数であった若手も次々に映画製作の
チャンスを新興映画製作所から与えられることとなった。特に彼らが幸せだったのは、興行成績
を気にせずに映画が製作できたことである。もちろん、当時活躍を見せたのは若手だけではない。
第五世代よりも前の世代の監督も次々と活躍を見せ、それがさらなる中国の映画産業の発展を促
した。
　第五世代という言葉は、このような1980年代の映画産業と制度の変化があったからこそ生まれ
た言葉といえるのではなかろうか。
　　注
（１） 数字については以下の文献を参考。张会军『北京电影学院78班回忆录』、北京、中国社会科学出版社、2008
年10月
（２） 1950年西安生まれ。1987年北京電影学院攝影系入学。卒業後、広西電影製片廠に配属。代表作に、『紅い
コーリャン』、『あの子を探して』、『初恋のきた道』、『HERO』、『LOVERS』など。
（３） 1952年北京生まれ。父親は映画監督の田方、母親は映画女優の于藍。1978年北京電影学院導演系入学。卒
業後、北京電影製片廠に配属。1992年『青い凧』を中国の映画館での上映のための映画審査に通す前に国際
映画祭に出品したため10年間の映画活動禁止を宣告される。2002年、『春の惑い』で監督復帰。『春の惑い』
でヴェネチア国際映画祭サン・マルコ賞受賞。代表作に『狩り場の掟』、『盗馬賊』、『呉清源　極みの棋譜』
など。
（４） 1952年北京生まれ。父親は映画監督の陳懐愷。1978年北京電影学院導演系入学。卒業後、中国児童電影製
片廠配属。その後北京電影製片廠に転属。代表作に『黄色い大地』、『子供たちの王様』、カンヌ国際映画祭作
品賞を受賞した『さらば、わが愛　覇王別姫』、『北京ヴァイオリン』、『花の生涯―梅蘭芳』など。
（５） 1960年代生まれで、1980年代に北京電影学院・中央戯劇学院などで教育を受けた監督のグループの呼称。
その多くが北京電影学院導演系に1985年に入学した学生である。胡雪楊、王小帥、婁燁、管虎、路学長、王
瑞、李欣、章明、張元などがいる。またそれよりも若い1970年代生まれの賈樟柯、張揚などを含めて称する
226
こともある。
（６） 原文は以下のとおり。「文化部终于在1980年以（1588）文件的形式规定，中影公司根据发行需要所印制的拷
贝量按一定单价与制片厂结算。终于，制片厂的收入多少能够与自己的产品销售收入产生联系了，按现在的说
法就是与市场开始挂钩了…它根据全国历史平均值规定发行公司所购国产故事片拷贝在99-120个之间时，按每个
拷贝9000元结算，而在此限之外，则按每部影片99万元结算，也就是说，影片卖给中影公司的单价最高不能超
过108万元、最低不会低于90万元」（于丽主编『中国电影专业史研究、电影制片・发行・放映卷』、北京、中国
电影出版社、2006年６月、p124）
（７） 主な参考文献は、以下のとおり。楊揚編『中国百年芸術影片』、石家庄、河北人民出版社、2005年12月
（８） 原文は以下のとおり。「广西电影制片厂是一个只有290多人的新厂、小厂」（桂萱「广西电影制片厂的回顾与
展望」『中国电影年鉴』1982年、中国电影出版社、1983年６月、p239）
（９） 原文は以下のとおり。「广西电影厂派了一位领导专程到北京和学院协商派一套完整的人马去广西，人数可以
在10名以上，因为他们那儿建厂不久，没有创作力量，年轻人去了之后，可以很快拍片，迅速独当一面，完全
不像北京、上海、长春这些老厂，毕业生从助理和副导演熬起，没有十年八年别想出头。学院领导，尤其是摄
影系党支部书记、老教师韦彰本来就是广西人，一口答应全力支援，既然要派，就派最优秀的人才，不能名为
支援边远新厂，却拿处理品打发人家，就会失去信用也误了广西长的大事。于是，下列名单就放在了广西电影
厂领导的面前 ： 导演系 ：张军钊 / 摄影系 ：张艺谋 肖风 / 美术系 ：何群 / 录音系 ：陶经」（倪震『北京电影学院
故事 ：第五代电影前史』、北京作家出版社、2002年１月、pp154・155）
（10） 1951年河南県生まれ。1978年北京電影学院導演系入学。卒業後、広西電影製片廠に配属。代表作に『一人
と八人』、『孤独的謀殺者』など。
（11） 1960年湖南生まれ。1978年北京電影学院攝影系入学。卒業後、広西電影製片廠配属。長らく撮影で活躍。
監督処女作は1991年の『寡婦十日談』。
（12） 1955年南京生まれ。1978年北京電影学院美術系入学。卒業後、広西電影製片廠に配属。『一人と八人』など
の美術を担当。監督処女作は1989年『嘩変』。代表作に『鳳凰琴』、『無声的世界』など。
（13）「21世紀、上海は亜細亜映画の一大製作拠点になっているだろう　上海電影製片廠（上影）廠長　朱永徳　
インタビュー」『キネマ旬報　臨時増刊1996年７月６日号　中国電影物知り帖　これだけ知れば100倍楽しい　
中国・香港・台湾映画』、キネマ旬報社、1996年７月６日、p148
（14） 陳凱歌＋大島渚（通訳　刈間文俊）「映画は、力強さ、エネルギーを描きださなければならない！」『月刊
イメージフォーラム　11月増刊号　電影ニューシネマ〈中国・香港・韓国・台湾〉映画の新世代』、ダゲレオ
出版、1988年11月25日、p52
（15） 参考文献：陈捷『第五代电影 ：现代性的追求与反思』、北京、中国电影出版社、2006年４月
（16） 原文は以下のとおり。「韦必达回忆说 :“等我回到广西，后来陈凯歌来了，带着一个自己写的剧本，那时候
的陈凯歌还不是意气风发的样子。通过跟他的谈话，感觉这个年轻人在艺术上是很有想法的，他讲话很慢，感
觉很动脑筋，比较慎重。”但是韦必达并不同意拍陈凯歌带去的本子，“主要是从市场回收成本上考虑，当时
《一个和八个》投了42万多元，因为审查通不过，当时不能收回成本”。而陈凯歌的这个本子，韦必达说，“就是
后来的《孩子王》，太过沉重，不宜投产”。当时文学部从来稿中推荐了两个本子，其中一个就是《深谷回声》，
也就是后来的《黄土地》」（王鸿谅〈陈凯歌和他的80年代〉《三联生活周刊》2006年２月28日、http://www.
lifeweek.com.cn/2006-03-13/0000114667.shtml2009年5月22日取得）
（17） 1939年陝西省生まれ。1962年、西安電影製片廠の俳優訓練班を終了し俳優となる。1974年、五七芸術大学
に入学。1976年、西安電影製片廠に戻り、助監督から監督。1983年末に所長に就任。彼が監督を務め張芸謀
が主演した『古井戸』（1987）は、東京国際映画祭でグランプリを受賞。
（18） 原文は以下のとおり。「1983年，西影厂拷贝发行量全国倒数第一，全国上座率最高的十部影片中，西影厂没
有一部，而全国上座率最低的电影中，西影厂能占到三四部。但是既然让我厂长，我就要努力干好。我暗暗给
自己定下了目标 ：我要把西影厂成全国第一流的电影企业。改革的力量很快显现，在短短几年里，西影厂开始
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迅速崛起。拍出了《黑炮事件》《野山》《黄河谣》《黄河在这拐个湾》《双旗镇刀客》《红高粱》《老井》等等在
广大观众中非常有影响的影片，其中许多影片是我公开提出并全力打造的中国式西部片，无论是获奖还是电影
票房上，西影厂都取得了不俗的成绩」（〈吴天明口述 ：努力展现中国人生〉《大众电影》、2007年14期、p44）
（19） 原文は以下のとおり。「1984年５月，文化部正式提出成立中国电影总公司的体制改革方案。1985年1月，电影
局在广州召开电影体制改革座谈会，提出简政放政、政企分开和扩大制片业与发行业经营自主权的精神。1984
年，电影业被规定为企业性质，独立概算、自负盈亏，通过银行贷款自筹资金，实现生产利润，并交纳大小十
余个税种」（同注（6）、2006年６月、p125）

